































































□西   周。１８２９－１８９７。文政１２－明治３０．『西周全集』。 
△山田 梅窓。１８３０－？。天保１－？｡楠本端山の弟。碩水の兄。全集なし。 






































































































































         鉄華書院編輯局に於て  吉本襄  謹啓。 
 
日清戦争に勝利した後の日本の精神界が退嬰せる時局を適切に対応できていないことを痛切に受
けとめて、『陽明学』を刊行して「世道人心」を匡正しようとした。又所期の目的を一応は達成した
ので、一旦は『陽明学』を廃刊して、新たに『修養報』を刊行する決意であることを表明している。
目的は同じであるが、陽明学の枠組みを超えて「修養」の気運を盛り上げることを目指したのであ
ろうか。『修養報』が刊行されたのか否か。現物を確認していないことを遺憾とする。又、「廃刊の
辞」の中で、発刊当時を振り返って「当時吾人は逆境に処して、幾多の敵と戦ひ、幾多の攻撃を蒙
れり。然れども、吾人は、屹然此間に処して、敢て精神界の改革を謀り、社会良心の麻痺を救ひ、
国民品性の堕落を回さんとせり。」というが、この「逆境」の実情を把握し得ていない。ここで「精
神界の改革」を目論んだことを告白しているが、清沢満之が主幹した『精神界』の発刊はは明治３
４年１月。『陽明学』発刊はその五年前である。一連の精神界改革運動の先蹤であったか。 
四 『陽明学』の記事内容の特色 
主幹である吉本襄の署名（吉本襄・吉本鉄華）入りの場合、勿論吉本襄の執筆である。他に「院
説」「鉄華書院主人」「編者」も吉本襄の執筆であろう。但し「院説」は同調者であった宮内默蔵も
執筆しているので、個別に確認する必要がある。無署名の文章も吉本襄の執筆と見なして大過ある
まいと思われる。或いは宮内默蔵が執筆しているかも知れない。論説の基調は「発刊の辞」「廃刊の
辞」に表白された基本的視座を基底にした時事論・学術論である。当代の識者の一論調を視るのに
恰好の論説である。「王学此より勃興せん」（６０号）など、吉本襄の意気込みが露わににじみ出て
いる、興味深い文章が数多掲載されているが、その一々については紹介しない。 
論説覧に掲載された執筆者の中では、後に農本主義者として活躍する権藤震二、Ｊ・Ｓ・ミルの
「利学」を批判した陸義猶などが特異である。論壇覧には所謂陽明学の学術・振興に大きな役割を
果たした人物が勢揃いする。井上哲次郎、山田準、三島毅（中洲）、渡邊国武（池田草庵の門人。京
都府知事）、高瀬武次郎（京都帝国大学教授）などは常連の筆者である。中にあって、朱子学者の大
野雲潭、独自の心学運動を展開した足立栗園、倫理学者の中島力藏など、陽明学の枠にはまらない
異色の人物である。 
この種の機関誌には講義物が欠かせない。吉本襄と盟友であった宮内默蔵（号鹿川）は創刊号か
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ら終刊号まで『伝習録』『伝習録講義』を連載した。鉄華書院版『陽明学』は宮内默蔵が『伝習録』
の講義を終了するのを待って終刊することになった。他に三輪執斎の『古本大学和解』『四言教講義』、
土屋弘の『王文評釈』、田中従吾軒の『王陽明出身靖乱録』、桂湖村の『王詩臆見』などがある。「附
録」を別立てにして熊沢蕃山の『中庸小解』、山田方谷の『古本大学講義』、奥宮慥斎の『聖学問要』、
吉村晋の『格致賸議』、熊沢蕃山の『源語外伝』『集義和書抄』『論語小解』、吉本襄の『古本大学集
解』『王陽明先生則言』、西川季格の『集義和書顕非』、中根東里の『新瓦附録』、吉田松陰の『講孟
劄記』などと、陽明学に関する基本著書の紹介に努めている。 
中にあって異色なのは、鈴木無隱の『論語講義』と川尻宝岑の『荘子俗語』である。鈴木無隱は
河井継之助に兄事した人物である。河合継之助は著書を残さなかった。河井継之助は西国を旅行し
た際に、備中松山（現高梁市）に立ち寄り、家老をしていた山田方谷に師事した。河井継之助は陽
明学に関心が深かったが、その心性論には興味を覚えなかった。それは昌平坂学問所に学んだ時に
も同様であった。そのころ同じく昌平坂学問所に学んでいた鈴木無隱は河井継之助に親炙して兄事
した。河井継之助は西国旅行を終えた後に越後長岡藩に帰り家老職に就き、大胆に藩政改革を実施
した。そのモデルが山田方谷の備中松山藩改革であった。河井継之助が山田方谷に学んだのは個別
的な改革案ではない。改革の基本的姿勢・気迫・使命感といってもよい。日本における所謂陽明学
には、大きく言って、二つの流れがある。一つは中江藤樹・淵岡山に代表される。独りの人間とし
て如何に生きるかを主題にして、生身の人間（心）とあるべき在り方（性）をめぐる所謂心性論に
重点を置く流れである。もう一つは、心性論は一個人の生き方に確信と勇気を与えるであろうが、
それは一個人として安心立命を悟得するという上では貴重な知的資源ではあるが、如何に心性論が
精緻に構築されたとしても、これだけでは社会的成果は挙げられないという流れである。その代表
者は熊沢蕃山である。熊沢蕃山の中江藤樹入門は劇的である。熊沢蕃山は中江藤樹に邂逅できたこ
とに深く感謝している。しかし、それはそれとして、心性論のみでは政治的成果を生むことは不可
能であることを断言している。河井継之助はこの熊沢蕃山の流れに属する。 
ここにみられる二つの流れは、実は儒教・儒學の流れの中で、機会ある毎に論議された論題であ
った。朱子学・陽明学に代表される新儒教は修己と治人の二つを焦点とする楕円形の思惟構造を特
色とする。理念型として両者相須って展開されることが望ましい。朱子や王陽明の立論は極力両焦
点を平衡の取れた形に仕上げることを目論んでいる。しかし、中国でも日本でも、当事者の置かれ
た社会的な立場の相違などに促されて、何れか一方に重点が置かれることが通例である。 
河井継之助は治人に重点を置いた。藩政の中で期待された役割が促したのである。勢い河井継之
助は心性論に関する著書は残していない。西国旅行の備忘録である『塵壷』が今、平凡社学術文庫
に収録されているが、これとて公表することを心して記録されたものではない。あくまでも個人的
な覚書である。昌平坂学問所に学び、山田方谷に師事した河井継之助はは陽明学者に数えられるが、
心性論者としては刮目するには当たらない。寧ろ治人の現場で王陽明の精神を生きた実践者である
といえる。その実践記録であって実践論ではない。司馬遼太郎の『峠』の主人公として活写されて
特異な陽明学者として高い評価を得ているが、その人物像とか個々の瑣事にわたる生き方考え方に
ついては、関係資料が極端に少ないのが実情である。このことについて貴重な証言を残したのが鈴
木無隱であった。鈴木無隱は吉本襄が主幹する『陽明学』に『論語講義』を連載し、その中で河井
継之助について熱く語っている。司馬遼太郎も河井継之助の人物像を叙述する際には鈴木無隱の記
録を参照した形跡がある。幕末維新期・明治期に数奇な人生を送った鈴木無隱その人の生き方も興
味深いが、彼が河井継之助について貴重な証言を残していたことは瞠目に値する。この鈴木無隱と
吉本襄との接点が分からない。吉本襄の経歴が不分明なので致し方がない。この鈴木無隱がのちに
石崎東国の『陽明』に頻繁に登場し、そこで河井継之助の言行を証言していることは、誠に興味深
い。 
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もう独り、特異な投稿者として川尻宝岑（かわじりほうきん。１８４２－１９５９）がいる。儒
學者の世界では全く言及されることのない人物である。小生も不案内な人物なので少しく長文なが
ら、参考までに『国史大事典』（吉川弘文館）の当該綱目を紹介することにする。 
明治時代の歌舞伎脚本作者。心学者・禅学者でもあった。本名義裕、一竿斎宝洲・忘路庵と号
した。天保十三年（一八四二）十二月十八日、江戸の鼈甲問屋に生まれ、八代目彦兵衛を相続。
二十歳で神道禊教に入り、のち権大僧正となる。また独学で石門心学を修めた。鎌倉円覚寺に
参禅して今北洪川に師事、『（和訓略解）禅林句集』『坐禅之捷径（ざぜんのはやみち）』などの
著書がある。代々市川団十郎をひいきにする芝居好きの商家であったため、九代目市川団十郎
と親しく、明治十六年（一八八三）ころから歌舞伎脚本を執筆、『新開地梅田神垣』（明治二十
一年）、『文覚上人勧進帳』（同二十二年）は団十郎によって初演された。また伊井蓉峰らの改良
演劇済美館に『名大瀧怨恨短銃（なおおおたきうらみのぴすとる）』（同二十四年）を書いた。
依田学海の活歷劇『吉野拾遺名歌誉』、末松謙澄作『小楠公』、長田秋濤作『菊水』などの新脚
本も、実際には宝岑の手になるものだった。作品は五十余編、忠孝仁義を主題としながらも、
新趣向をとりいれ、義理人情をもりこんだ。宝岑は、局外者を容れなかった歌舞伎界に、素人
の書いた脚本を送りこんだ最初の人であった。同四十三年八月十日箱根にて没。六十九歳。深
川法善寺に葬られる（法善寺は戦災で焼失し、墓は今千代田区外神田の神田寺の管理となって
いる）。法名は唯仁斎心誉宗静宝岑居士。 
禅学・心学に参学し、歌舞伎界に深入りして脚本まで書き上げたという。実に多彩な活躍をした
人であることに驚かされる。吉本襄主幹の『陽明学』には「荘子物語」が連載されている。心学の
立場から『荘子』を説き起こしたものである。川尻法岑が参学したという心学は石門心学のことを
いう。心学は如何に生きるかという課題に役に立ちそうなものは、学派を問わずに何でも我が陣営
に取り込んで参究するのが常であったから、川尻法岑が『荘子』を持ち出しても少しも不思議はな
い。もと京都で隆盛した石門心学は江戸時代の後半になって江戸市中に普及した。明治期になると
寧ろ東京が石門心学の一大中心地になった。そのなかでの心学研鑽である。川尻法岑には他にも心
学絡みの著書もある。この東京の石門心学運動に渦中に鈴木大拙や西田幾多郎も参与していたこと
は、余り知られていない。鈴木大拙も西田幾多郎も今北洪川との縁が深い。川尻法岑とは同門であ
った。広義の心学の中で、各自がそれぞれに独自の路線を歩んだことになる。明治期以降の心学運
動をあらためて検証すると、これまでとは異なった理解が得られるかと思う。この広義の心学運動
の一環として、吉本襄が主管した『陽明学』を見渡すことが肝要なのであろう。このことを痛感さ
せるのが川尻法岑の登場である。 
五 おわりに 
吉本襄の『陽明学』が短期間で終刊を迎えたのには、吉本襄自身が機関誌『陽明学』を刊行した
その目的をより端的に訴える爲に『修養』を発刊することを決意したということが主要な要因であ
ったのかも知れない。しかし、その『修養』は刊行されなかったようである。再出発の意図は頓挫
したことになる。『陽明学』が永続きしなかったことの要因の一つには、あくまでも吉本襄独りの個
人誌であったことではなかったか。換言するならば、発行母胎を組織化できなかったことのために
発行の継続を困難にしたのではなかったか。組織化できなかったことを象徴するのは、一つには規
約の不在である。二つには役員の組織がなかったこと。三つには会員組織がなかったこと。その爲
に安定した購読者に恵まれなかったこと。四つには執筆陣が吉本襄と個人的に関係する人達に限定
されたこと。ただし、宮内默蔵の他は、執筆陣が吉本襄との親密度の濃淡は今一つ分からない。吉
本襄その人の生涯について、詳細については未だ承知していない。このことについては今後の課題
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としたい。博雅の士の御教示を待つこと切実なものがある。 
日本近代における陽明学運動を俯瞰しようとするときには、吉本襄・『陽明学』は何をさておいて
も始めに目を注がなければならない存在なので、以上の素描を試みた次第である。鉄華書院版『陽
明学』が廃刊された後に、東敬治は『王学雑誌』を創刊し、その後継誌として『陽明学』を刊行し
た。合わせて二百四十余号である。又石崎東国は『陽明』『陽明主義』を刊行する。合わせて百四十
八号である。共に経営は多難であった節があるが、ともかくもこれほどに継続できたのは、個人誌
であることを回避して、固有の組織を組み立て、既訳を設け、購読会員を広く求めたからである。
彼等が吉本襄の鉄華書院版『陽明学』を熟知していたかどうかは確認できないが、ともあれ彼等は
吉本襄・鉄華書院版『陽明学』の轍を踏まなかった。 
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